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光顕分類で， 1 , n. m, N型とした。出血性要因がなく，血小板数正常の健康人12例の骨髄塗
抹 Wright 及T.fWright- Giemsa 染色巨核球 261 個を油浸下で撮影してスライドを作製して検討したと






ITP 13 症例の骨髄塗抹Wright-Giemsa 染色巨核球1035個を油浸下で撮影してスライドを作製し，
ITP 巨核球の成熟過程の検討を行った。また各型の巨核球を正常巨核球と比較検討した。各型の出現





ITP 8 症例の骨髄組織をグルタルアルデヒド 四酸化オスミウムの二重固定後，包埋，超薄切片を
作製し透過電顕で89個の巨核球を観察した。その成熟過程各期の出現頻度は合成期 4.5%，特凍頼粒








ITP 3 症例について，採血直後に 2.5%グルタルアルデヒドで固定後，遠心操作により血小板を収
集し 1%四酸化オスミウムで後固定し型の知く包埋，超薄切片を作製し透過電顕で観察した。 ITP血
















張されていたが，他方 Kinetic study より血小板崩壊充進，産生促進が指摘され，両者の間の不一致
を如何に理解するか問題が残されていた。本論文は光顕的，電顕的にITP における巨核球ならびに血
小械の形態学的異常を詳細に研究し，上述の不一致の本態を形態学的な面より明らかにしたものであ
る。
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